
JP 2016-521696 A5 2017.2.9

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公表番号】特表2016-521696(P2016-521696A)
【公表日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-044
【出願番号】特願2016-517144(P2016-517144)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   5/117    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/50     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ   9/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    5/117    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/48     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   39/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月7日(2016.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本文に用いられる場合、「血栓溶解活性を有するペプチド」とは、Ｐ６Ａ（ＡＲＰＡＫ
（配列番号１））、Ｐ６Ａ代謝物、及び関連の誘導体を含む、血管透過性向上作用及び血
栓溶解作用を有するオリゴペプチド血栓溶解剤である。従来の研究には、複数の血栓溶解
オリゴペプチド（Ａｌａ－Ａｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ（配列番号１）、Ｇｌｙ－Ａ
ｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ（配列番号２）、Ｇｌｎ－Ａｒｇ－Ａｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌ
ａ－Ｌｙｓ（配列番号３）とＰｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓを含む）において、Ｐｒｏ－Ａｌａ
－Ｌｙｓは、活性が優れた最短の配列ばかりでなく、一番安定的な配列である。一般式Ｉ
Ｉの化合物の３位にリンカーアームによってＰｒｏ－Ａｌａ－ＡＡ配列トリペプチドを導
入することで、より優れた安定性及びより強い血栓溶解活性を「本発明の新規の二元コン
ジュゲート」に持たせることができる。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３２】
　例としては、本発明に用いられるＰＡＫ配列、ＡＫＰ配列又はＫＡＰ配列を含むオリゴ
ペプチドは、ＰＡＫ、ＲＰＡＫ（Ａｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号４）、Ａ
ＲＰＡＫ（Ａｌａ－Ａｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号１）、ＧＲＰＡＫ（Ｇ
ｌｙ－Ａｒｇ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号２）、ＱＲＰＡＫ（Ｇｌｎ－Ａｒｇ
－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号３）、ＡＫＰ、ＫＡＰ、ＫＰＡＫ（Ｌｙｓ－Ｐｒ
ｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号５）、ＰＡＫＰ（Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ－Ｐｒｏ）（
配列番号６）、ＡＫＰＡＫ（Ａｌａ－Ｌｙｓ－Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ）（配列番号７）
又はＰＡＫＰＡ（Ｐｒｏ－Ａｌａ－Ｌｙｓ－Ｐｒｏ－Ａｌａ）（配列番号８）であっても
よい。
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